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特集 1
知っておきたい

「社会保障・税一体改革」
本年4月から、いよいよ消費税が上がります。これは、「社会保障・税一体
改革」の一環で、その税収をすべて「社会保障制度」の改革にあてようと
いうもの。では、その改革の中身やいかに？　在宅医療・介護を担う専
門職として、「知っておきたい」ポイントを探ります。

【座談会】「社会保障・税一体改革」とはいったい？
◉髙階恵美子・川渕孝一・山田雅子

【鼎談】看護職が知っておきたい「社会保障・税一体改革」
◉齋藤訓子・馬庭恭子・新津ふみ子

「社会保障・税一体改革」への介護現場からの提言
◉柳本文貴

特集 2
「障害者総合支援法」を

理解する！　活用する！
「障害者総合支援法」が施行されて1年。その第2次施行が本年4月に
迫っています。その前身である「障害者自立支援法」とは何が違うの？
この制度運用における訪問看護と介護の役割は？
地域での有効活用をめざし、「総合支援法」を理解します。

「総合支援法」のねらいと概要◉高木憲司
現場でいかに活用するか◉李国本修慈

“困ってるひと”にとっての総合支援法◉大野更紗

INTERVEW ケアする人々
村松静子さん×沼崎美津子さん

在宅関係者なら、「生活機能」を
重視し、そのプラス面に光を当

て、本人の「参加」の目標を最も大切
にするICFの理念には、多くがピンと
くるはずだ。ICFは、単なるアセスメ
ントツールでも、漠たる考え方でもな
い。言うなれば、パソコンでいう「OS」
だ（あくまで杉本解釈です）。「生活

（機能）」は複雑で多岐にわたるため
漠然としやすい。また、多職種が所
属を越えて関わる在宅では、具体的
な課題や目標を齟齬なく共有する難
しさがある。でも、脳内パソコンに

「ICF」という同じバージョンのOSさ
え積んでいれば、3レベル3因子に
よって生活全体を具体的に捉えやす
くなり、多職種で共有するにも話が
はやい。ICFをインストールして、み
んなで脳内 OSをバージョンアップす
れば、同じことをするにもきっとスムー
ズ・確実・はやくなる。…杉本

本号の特別記事のなかで、川添
さんが「若い人たちの強みを活

かしたい」と話されていたのが印象的
でした。やはり、初めのうちは技術
や経験は乏しくとも、「訪問看護に携
わりたい」という気持ちをもって取り組
むことが、いちばん大切なことなので
はないでしょうか。JFA（日本サッカー
協会）においても、8歳以下の年代
では、技術的なことを習得するよりも
まず、「いかにサッカーを好きになっ
てもらうか」ということに指導の重きが
置かれています。好きだからこそ、
続けられる。訪問看護を好きになる
人が少しでも増えるよう、小誌も引き
続き工夫していきたいと思います。 
…多淵
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